
■ 開塾にあたって ■

第30期生募集
◆2019年 7 月23日（火）

　　　～2020年 3 月 11 日（水）（全９回）

◆会場（通常例会）

　　　    大阪科学技術センタービル

　　　（大阪市西区靱本町1－8－4）

◆対象：企業の経営幹部の方々

●塾師の方々が苦労しながら決断を重ねていった様子が生 し々く伝わり、聴いている自分もその場に立ち合っているかのよ
うに身に迫ってきた。

●企業（経営）理念の正しい継承と実践があるからこそ、企業の継続的発展がなされているのだということを学んだ。
●著名な企業で成功された経営者の経営哲学を直接お聞きし、塾生相互に意見交換ができる大変良い機会であった。
●他社との人脈の構築も大きな成果となった。是非とも交流を継続していきたい。
●企業経営において、まさに経営哲学＝経営理念がいかに重要であるかを肌で体感することができた。
●グループ討議が白熱して本音ベースの議論ができ、普通ならなかなか知ることのできない各社の実情についても垣間見

ることができた。

昨今の経営を巡る情勢は激動の一途を辿っております。国際情勢や世界経済からの
影響はもとより、ＡＩなど急速な進歩を遂げつつある科学技術の導入、深刻な人手
不足、進展する働き方改革、そして続発するコーポレートガバナンスやコンプライ
アンスに関わる事案など、対応すべき課題は山積しており、またその内容も複雑化、
高度化、多様化しております。 

このような環境の中で、企業経営の舵取り役である経営者や経営幹部の方々は、
顧客の変化、市場の変化など時代の先の先を読み、高い志とそれを成し遂げる強い
意志を持って、弛まぬ挑戦とイノベーションに取り組み、企業の持続的挑戦と中長
期的に企業価値を高めていくことが常に求められております。

先行き不透明な時代であればあるほど、経営者や経営幹部の方々の果たすべき
役割や責任は、ますます重要になってきており、経営理念やビジョン、更には自身
の哲学や信念に基づいた迅速かつ正しい意思決定と行動が求められております。

今こそ、「企業は社会の公器」であるという先達の言葉に謙虚に耳を傾け、哲学や
信念を確立するための研鑚は、企業をより良い方向に導くための自己との戦いであ
ります。

そのためには過去幾多の難題に立ち向かい、それらを乗り越えてこられた先達の
「経営道」にふれ、その普遍的経営の“ こころ ”を学ぶことが、自らの経営哲学を築き
あげていくうえで大きな力となり、示唆となるに違いありません。

本会では、かかる趣旨に則して「経営哲学伝承塾」を平成 2 年に開塾し、現在まで
29 期にわたり開講いたしましたところ、関西経済界関係各位のご賛同とご協力に
より、好評を博し、多大なる成果をあげることができました。

今般、これからの経営を担う経営層に“ 経営のこころ ”を伝承していくために、
引き続き「第 30 期 経営哲学伝承塾」を開講することになりましたのでここにご案内
申しあげます。

この機会に、先達の大経営者の哲学と信念の神髄に直接触れ、自らの経営哲学の
確立と経営道に練磨する啓発の場として、各位の積極的な入塾を心より念願いたし
ます。

◆ 入塾（参加）申込要領 ◆
●会　　期 ： 2019年 7 月 23 日（火）  開講（全 9 回）

※詳細日程は別記の通り。なお、諸事情によりスケジュールの変更が生じる場合もありますので、予め
ご了承ください。

●申込方法 ： 別紙入塾（参加）申込書に必要事項をご記入のうえ、下記事務局まで FAX、メールまたは郵送でお申込みください。
折り返し参加券をお送りいたします。

●そ の 他 ： ・お振込みいただいた参加料は原則として返金いたしかねますので、ご都合が悪くなられた場合は、
代わりの方のご登録をお願いいたします。

・９月の視察例会（鍋屋バイテック会社）につきましては、同社と競合にあたる方のご視察をお断り
させていただく場合がございます。予めご了承くださいますようお願い申しあげます。

●参 加 料： 
　お支払方法

お申込書到着後、本会から請求書をご送付いたしますので、請求書に記載の指定口座にお振込みくだ
さい。

＊振込手数料は貴社にてご負担ください。
＊領収書の発行は「振込金受領書」をもって代えさせていただきますので、ご了承ください。

●会　　場 ： （通常例会会場）大阪科学技術センタービル（大阪市西区靱本町1－8－4）
（視察見学会場）① 鍋屋バイテック会社（岐阜県関市・美濃市）
　　　　　　　　② 大阪企業家ミュージアム（大阪市中央区）

●参加対象 ： 企業（規模は問いません）の部長級以上の経営幹部、経営首脳の方々

●申込締切日 ： 2019 年 7 月12 日（金）事務局着。ただし、定員になり次第締切らせていただきます。

●定　　員 ： 20名

実践
経営・事業の哲学、理念、意思決定、行動の真髄を学ぶ！

過去参加者の声

稲田　武彦

近藤　　渉

阪口　克己

大黒　誉典

坪井　昌行

狭間　一郎

森島　和洋東 洋 紡 ㈱

㈱ ク ボ タ

武田薬品工業㈱

パナソニック㈱

㈱竹中工務店

大 阪 ガス ㈱

参 与 人 事 部 長

理 事 人 事 部 長

パーソネル＆アドミニストレーション部
シニアコーディネーター

人材開発カンパニー社長

人 事 室 長

理 事 人 事 部 長

取締役専務執行役員
 

近 鉄 グ ル ー プ
ホールディングス㈱

●入 塾 料 ：
  （参加料）

（１名あたり） ※2019年10月1日からの消費税引き上げを前提としております。

本会会員
参加料 消費税 合　計

240,000円

290,000円

 （8％対象分） 7,680円
 （10％対象分） 14,400円 262,080円

316,680円一　　般

※特別懇親交流会等、自由参加の会につきまし
ては、実費ご請求申し上げます。

※視察見学にかかる旅費交通費は含みません。
また視察見学後の懇親交流会・宿泊費等につ
きましては、実費ご請求申し上げます。

 （8％対象分） 9,280円
 （10％対象分） 17,400円

経営哲学伝承塾第30期世話人

■入塾（受講）企業一覧（50 音順）
㈱アイ・エス・エス・サービスセンター
㈱ ア 　 ド
㈱ イト ー キ クレ ビ オ
㈱ エ ス オ ー シ ー
㈱ エ ー ゼ ット 商 事
㈱NSソリューションズ関西
㈱ エ ル メ
オ ー エ ッ チ 工 業 ㈱
大 阪 化 学 合 金 ㈱
大 阪 ガ ス ㈱
㈶大阪国際経済振興センター
大 阪 タ ナ ッ ク ㈱
大 阪 府
岡 本 無 線 電 機 ㈱
㈱ 小 川 モ ー タ ー ス
オ プ テ ッ ク ス ㈱
オ ム ロ ン ㈱
関 西 電 力 ㈱
関西ビバレッジサービス㈱
キ シ ダ 化 学 ㈱
協業組合眉山コレクション
京セラコミュニケーションシステム㈱
協 同 産 業 ㈱
㈱ 近 畿 エコサイエンス

（一財）近畿健康管理センター
近 畿コカ・コーラボトリング ㈱
近 畿 日 本 工 機 ㈱
近 畿 日 本 鉄 道 ㈱
近鉄グループホールディングス㈱
㈱ ク ボ タ
クボタエイトサービス㈱
㈱クマリフト技術研究所

㈱ ク ル ー ズ
グ ロ ー リ ー ㈱
京阪ホールディングス㈱
㈱ 神 戸 製 鋼 所
㈱ 阪 村 機 械 製 作 所
ザ ・ パ ッ ク ㈱
㈱ 島 精 機 製 作 所
㈱ シ ャ ル レ
㈱ 新 広 社
㈱シンコールコーポレーション
新日鉄情報通信システム㈱
㈱ ス ポ ー ジ ア ム
住生コンピュータサービス㈱
住 友 生 命 保 険（ 相 ）
生活協同組合コープこうべ
㈱ ゼ ク シ ス
第 一 稀 元 素 化 学 工 業 ㈱
武 田 薬 品 工 業 ㈱
㈱ タ ケ デ ン
㈱ 竹 中 工 務 店
大 日 本 住 友 製 薬 ㈱
ダ イ ハ ツ 工 業 ㈱
㈱ 大 　 　 丸
㈱ デ ジ タ ル
デジタルファッション㈱
㈱ 東 洋 印 刷
東 洋 化 成 工 業 ㈱
東 洋 紡 ㈱
㈱東洋紡カンキョーテクノ
東 洋 紡 不 動 産 ㈱
東 リ ㈱
西 日 本 高 速 道 路 ㈱

西 日 本 旅 客　　道 ㈱
㈱ 西 原 衛 生 工 業 所
新 田 ゼ ラ チ ン ㈱
日 本 ガ イ シ ㈱
日本 化 学 機 械 製 造 ㈱
㈱日本公文教育研究会
医療法人社団日本鋼管福山病院
㈱ 日 本 総 合 研 究 所
日 本 電 子 精 機 ㈱
日 本 電 話 施 設 ㈱
㈱ ノ ー リ ツ
ハウス食品グループ本社㈱
パ ナ ソ ニ ッ ク ㈱
パナソニックエクセルスタッフ㈱
パナソニックエクセルプロダクツ㈱
㈱ パナソニック共 済 会
日 立 造 船 ㈱
㈱ 平 田 タ イ ル
㈱福田武環境デザイン研究所
フジテック・インターナショナル ㈱
㈱ 布 恋 人
㈱ マ イ カ ル
㈱ マイカルナック商 事
㈱ マ ッ ク ロ ー ド
ミ ズ ノ ㈱
㈱ ミ ズ ノ ア ベ ー ル
㈱ 三ツワフロンテック
ユニチカ情報システム㈱
㈱ライフデザインセンター
㈱ワコールホールディングス

●お申込み（照会先）：一般社団法人　日本経営協会　関西本部　経営哲学伝承塾　事務局

　　　　　〒550－0004  大阪市西区靱本町１丁目８番４号　大阪科学技術センタービル５階
　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　06（6443）6961 （ダイヤルイン）　ＦＡＸ　06（6441）4319
　　　　　　　　　　　E-mail：ggosaka@noma.or.jp　　URL　https://www.noma.or.jp/kansai/

（住友生命保険（相）名誉会長）
（大和団地㈱会長）
（京セラ㈱元会長）
（京南倉庫㈱代表取締役社長）
（大日本除虫菊㈱代表取締役社長）
（住友生命保険（相）相談役）
（東洋紡績㈱名誉顧問）
（㈱アシックス取締役会長）
（㈱インターアクトジャパン代表取締役）
（シャープ㈱顧問）
（住友電気工業㈱相談役）
（元･シンフォニアテクノロジー㈱代表取締役会長）
（大阪大学名誉教授）
（甲子園大学経営情報学部客員教授）
（㈱クレアン代表取締役）
（㈱ワコール代表取締役会長）
（東洋紡㈱相談役）
（サントリー㈱名誉会長）
（吉本興業㈱取締役名誉会長）
（太陽工業㈱代表取締役会長）
（大和ハウス工業㈱代表取締役会長）
（㈱クボタ相談役）
（日本ベンチャーキャピタル㈱代表取締役会長）
（ホソカワミクロン㈱代表取締役社長）
（㈱堀場製作所代表取締役会長）
（㈱神戸製鋼所相談役）
（グローリー工業㈱相談役）
（㈱クボタ代表取締役社長）
（アサヒビール㈱名誉顧問）
（松下電器産業㈱取締役相談役）
（㈱マンテン会長）
（和田哲㈱代表取締役会長）

■講師としてご出講いただいた方

（50音順・役職はご出講当時）（今期ご出講の方は除きます。）

ご 参 考 これまでの第1期～第29期の実績

開塾29年の歴史と実績！
（氏名50音順・敬称略。役職は2019年 4 月末日現在です。）

新井　正明氏
石橋　　一氏
伊藤　謙介氏
上村多恵子氏
上山　直英氏
上山　保彦氏
宇野　　収氏
鬼塚喜八郎氏
帯野久美子氏
桂　　泰三氏
川上　哲郎氏
佐伯　弘文氏
作道洋太郎氏
鈴木　謙一氏
薗田　綾子氏
塚本　幸一氏
津村　準二氏
鳥井　道夫氏
中邨　秀雄氏
能村龍太郎氏
樋口　武男氏
廣　慶太郎氏
文箭　安雄氏
細川　益男氏
堀場　雅夫氏
牧　　冬彦氏
松下　寛治氏
三井　康平氏
村井　　勉氏
山下　俊彦氏
横田　辰三氏
和田　亮介氏

（近鉄グループホールディングス㈱相談役）
■名誉塾長
辻井　昭雄氏

■視察見学したところ
・松下幸之助商学院
・㈱林原生物化学研究所
・㈱堀場製作所
・浜松ホトニクス㈱豊岡製作所
・大塚製薬㈱
・㈱シマノ
・ノーリツ鋼機㈱
・オプテックス㈱
・㈱ベネッセコーポレーション
・日華化学㈱
・グローリー工業㈱
・シャープ㈱亀山工場
・アイシン精機㈱刈谷工場
・クリエイション・コア東大阪
・ハードロック工業㈱
・山本光学㈱
・ダイキン工業㈱
・トヨタ自動車㈱
・㈱廣貫堂
・㈱ナナオ
・東海バネ工業㈱
・セーレン㈱
・未来工業㈱
・ナカシマメディカル㈱
・㈱シャルマン
・㈱島精機製作所
・カイハラ㈱
・㈱スギノマシン

主 催



塾　　識

大阪大学 名誉教授

経済学博士

宮本　又郎 氏

昭和18年生まれ。神戸大学経済学部卒。同大学院経済学研究科修了。大阪大学経済学部
助手、講師、助教授、教授、同大学院経済学研究科教授、同大学院経済学研究科長、関西学
院大学大学院経営戦略研究科教授を歴任。現在、大阪大学名誉教授、関西学院大学の客
員教授、江崎グリコ㈱社外監査役。大阪企業家ミュージアム館長。専攻は日本経済史、日本経
営史。「近世日本の市場経済」「企業家たちの挑戦」「日本企業経営史研究」「企業家たちの幕
末・維新」「商都大阪をつくった男 五代友厚」（単著）「日本経営史」「日本をつくった企業家」

「渋沢栄一」（編著）「江崎利一」（単著）などの著書がある。

大阪市立大学大学院  経営学研究科 教授

経営学博士

吉村　典久 氏

昭和43年生まれ。神戸大学大学院経営学研究科修士課程修了。博士（経営学）（神戸大
学） 。和歌山大学 経済学部 教授、学部長、評議員等を経て、現在、大阪市立大学 大学院経
営学研究科 教授、和歌山大学 名誉教授。主著として『日本の企業統治－神話と実態』、『部長
の経営学』、『会社を支配するのは誰か－日本の企業統治』。学会等役職として、組織学会 評
議員（関西支部担当）・学会誌編集委員、日本経営学会 機関誌編集委員、ファミリービジネス
学会 理事、企業家研究フォーラム 理事・学会誌編集委員 等。

例会のすすめ方について

コースの特色

（注）各回とも進行状況や今後の運営状況によって、変更の生じる場合がありますのでご了承ください。

★お断り★

閉　　塾（3月）
16：00～16：45　塾識による総括講義

16：45～17：00　修了式

17：00～18：30　懇親交流

　　　　　　　　塾生の所感発表

　　　　　　　　

通常の例会
13：30～15：20　塾師講話・質疑応答

15：30～16：30　塾生のグループ研究討議・意見交流

16：30～16：45　塾生の全体意見交流

16：45～17：00　塾識によるまとめの講義

塾師各位のご公務等、やむなき事情にて、日程、内容、出講順及び会場の変更が生じることがございます。
そのような場合、塾生（受講者）の方には可能な限り速やかにご連絡いたしますので、この点、予めご了承いただきますようお願
い申しあげます。

実  践
経営哲学伝承塾  第30期

塾　　長

塾　　師

◆  塾長・塾師・塾識ご紹介  ◆

※ 9 月の視察例会（鍋屋バイテック会社）につきましては、同社と競合にあたる方のご視察をお断りさせていただく場合がございます。予めご了承くださいますようお願い申しあげます。

鍋屋バイテック会社 （本社・関工園：岐阜県関市／美濃ファウンドリ：岐阜県美濃市）　

●先達の“経営道”に学ぶ－伝承と変革－
（創業経営者、大手企業経営者、中小企業経営者、経営学者・経営史研究家など様々な先達に実践経営道を学びます。）

●次代の経営者・リーダーを目指す方々の研鑽（哲学、理念、意思決定、行動）の場です。
●異業種交流により人脈ネットワークが広がります。（ＯＢ会も実施）
●講話だけでなく、意見交換、ディスカッションによる参加者相互の研鑽、啓発の場です。
●約480名の卒業生は各企業の経営者・経営幹部としてご活躍されています。

昭和28年生。甲南大学理学部卒業、南カリフォルニア大学大学院修了。サントリー㈱入社。大
阪工場長、取締役 生産第１部長、ＳＣＭ本部長を経て、サントリーホールディングス㈱ 代表取締
役副社長、代表取締役副会長・マスターブレンダー（現任）。主な団体・公職歴として、社団法
人大阪青年会議所 理事長、公益財団法人サントリー文化財団 理事長（現在）、一般社団法
人関西経済同友会 代表幹事、大阪商工会議所 副会頭（現任）、在大阪デンマーク王国 名誉
領事（現任）、国立大学法人大阪大学 経営協議会 委員（現任）等。

昭和40年松下電器産業㈱（現パナソニック㈱）入社。平成12年取締役、常務取締役、代
表取締役専務、代表取締役副社長に就任。平成19年松下経理大学学長に就任、平成
24年退任。公職に日本CFO協会副理事長、関西経済連合会評議員、一橋大学CFO教
育センター講師など多数。著書に「女房役の心得」などがある。

大阪府生まれ。1972年、大阪教育大学大学院修士課程（物性物理）修了。1975年、京都セラ
ミック（現・京セラ㈱）に入社し、1999年から代表取締役社長、2005年からは代表取締役会長
兼CEOに。62歳から同志社大学大学院の博士課程で学び2009年修了。博士（技術経営）。
2018年、米ジルファルコン・テクノロジーの役員に、2019年1月、同社日本法人の代表取締役に
就任。多くの企業の社外取締役も務める。

1944年生まれ。1968年慶應義塾大学工学部卒業後、立石電機（現オムロン㈱）に入社。
1995年に取締役。2003年代表取締役社長に就任。2013年6月ルネサスエレクトロニクス㈱
代表取締役会長兼CEOに就任。2016年10月NTKセラミック㈱代表取締役会長兼CEO
に就任。「経営哲学伝承塾 第2期（平成3年）」の塾生。

昭和17年生まれ。昭和40年大和銀行入行。平成7年常務取締役、平成9年専務取締役、
平成10年副頭取、平成13年頭取に就任。平成14年りそなホールディングス社長、平成15
年㈱りそな銀行頭取に就任。同年に辞任し、平成20年大阪経済大学理事長、平成26年
理事に就任。社外役員も多数就任。

昭和20年生まれ。父親が経営する青木鉄工所に入社。昭和54年専務取締役に就任。平成7年社名を
㈱アオキと変更し、二代目社長に就任。平成9年米ボーイング社の認定工場となる。その後、大阪府海外交
流研究会会長、東大阪宇宙関連開発研究所会長、東大阪宇宙開発協同組合理事長に就任。東大阪
市モノづくり親善大使を拝命。平成20年有限責任事業組合航空宇宙開発まいど設立、会長に就任。平成
21年種子島宇宙センターより人工衛星「まいど1号」打上げに成功。26年4月より和歌山大学、大阪市立大
学客員教授。平成28年より大阪市立大学学長特別顧問。著書に、涙と笑いの奮闘記「まいど！」などがある。

サントリーホールディングス株式会社

代表取締役副会長

鳥井　信吾 氏

（本塾では、経営哲学を講話伝承いただく方を「塾師」（塾講師の略）と称し、次の方々にご指導いただきます。）〈ご出講順〉

（本塾では、塾をコーディネイトしていただく専門家の方を「塾識」（塾の有識者の略）と称し、次の方々にご指導いただきます。）

パナソニック株式会社

客員（元・代表取締役副社長）

川上　徹也 氏

ジルファルコン・テクノロジー・ジャパン株式会社
代表取締役会長 兼 CEO
（元 京セラ株式会社 会長）

西口　泰夫 氏

1964年慶応義塾大学法学部卒業、同年4月大丸入社。大丸オーストラリア代表取締役、大丸
取締役営業戦略室長などを経て97年同社社長、03年会長兼ＣＥＯ。07年松坂屋との経営統
合により発足したＪ．フロントリテイリング社長兼ＣＥＯに就任、10年会長兼ＣＥＯ、現在は特別顧
問。百貨店の再編に先鞭をつけると共にマルチリテイラーとしての成長に向け、雑貨ショップ「ＰＬ
ＡＺＡ」などを運営するスタイリングライフ・ホールディングスへの出資や「パルコ」を子会社化す
るなど事業の変革に取り組む。㈱三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループの社外取締役、日本銀行参
与、㈱ＭＢＳメディアホールディングスの社外監査役などを務める。著書「未完の流通革命」日経Ｂ
Ｐ社。

Ｊ．フロント リテイリング株式会社
特別顧問

奥田　　務 氏

NTKセラミック株式会社

代表取締役会長 兼 CEO
（元 オムロン株式会社 会長）

作田　久男 氏

元 株式会社りそな銀行 頭取

勝田　泰久 氏

株式会社アオキ

取締役会長

青木　豊彦 氏

（お役職は2019年 4 月末日現在）

14：00～14：30

14：30～16：20
16：30～18：15

18：30～20：00

塾長・塾識挨拶
塾生紹介・ガイダンス
塾長講話・質疑応答
塾生自己紹介・グループ
研究討議・発表・塾識講評
懇親交流（OB交流会）

開　　塾（7月）

同社HP　https://www.nbk1560.com

創業は織田信長が桶狭間の戦いに勝利した1560年にさか
のぼる。当時は、鍋・釜・燈籠・鐘などの鋳物を作り、その高度な
知識と技術から、朝廷より「御鋳物師」の免状を授かる。社名の

「鍋屋」は公認の匠のグループとしての屋号でもある。現在は
プーリーやカップリングをはじめとする伝動・制御・位置決め・ハン
ドリングのための機械要素部品の開発・製造・販売、および鋳物
ソリューションの提供を事業展開している。当日は同社の工場・
施設を視察見学するとともに、450有余年の歴史と伝統を誇りと
し、的確に時代を捉え常に新しい価値を創造し続けている、同社
の経営理念についてご説明いただきます。

（予定）

日　　程

※その他、適宜（希望者のみ、実費別途ご負担で）相互交流を深める企画を実施していく予定です。

視察見学

2019年
７月23日（火）

2020年
１月20日（月）

８月27日（火）

９月27日（金）
 28日（土）

11月５日（火）

10月９日（水）

12月５日（木）

２月17日（月）

３月11日（水）

鳥 井 　 信 吾  氏
（サントリーホールディングス㈱　代表取締役副会長）

金 田 　 光 夫  氏
（鍋屋バイテック会社　代表取締役会長）

川 上 　 徹 也  氏
（パナソニック㈱ 客員（元・代表取締役副社長））

（ジルファルコン・テクノロジー・ジャパン㈱
代表取締役会長 兼 CEO）

勝 田 　 泰 久  氏
（元 ㈱りそな銀行 頭取）

作 田 　 久 男  氏
（NTKセラミック㈱　代表取締役会長 兼 CEO）

奥 田 　 　 務  氏
（Ｊ．フロント リテイリング㈱　特別顧問）

す す め 方 等

塾識：宮本　又郎  氏
塾長：奥田　　務  氏（予定）

　　　吉村　典久  氏

塾識：宮本　又郎  氏

西 口 　 泰 夫  氏

　　　吉村　典久  氏

14時00分～18時15分

13時30分～17時

13時30分～17時

13時30分～17時

13時30分～17時

13時30分～17時

13時30分～17時

16時～18時30分

シェラトン都ホテル大阪
（大阪市天王寺区上本町）

18時30分～20時00分

大阪科学技術センター

大阪科学技術センター

大阪科学技術センター

大阪企業家ミュージアム

大阪科学技術センター

大阪科学技術センター

大阪科学技術センター

塾長・塾識挨拶
導入ガイダンス・塾生紹介
塾長講話と研究討議
懇親交流（OB 交流会）

塾師講話と研究討議

塾師講話と
ミュージアム視察

視察見学と講話

塾師講話と研究討議

塾師講話と研究討議

塾師講話と研究討議

塾師講話と研究討議

塾識総括講話
修了式・懇親交流

回 開催日時 時　　　間 会　場　等 塾　師　等

3

4

5

6

7

8

9

1

2

 
鍋屋バイテック会社

（岐阜県関市・美濃市）

青 木 　 豊 彦  氏
（㈱アオキ　取締役会長）

（初 日）午後より
視察見学・懇親交流会

（ 2日目）自由参加

関工園 ▲ 美濃ファウンドリ ▲



塾　　識

大阪大学 名誉教授

経済学博士

宮本　又郎 氏

昭和18年生まれ。神戸大学経済学部卒。同大学院経済学研究科修了。大阪大学経済学部
助手、講師、助教授、教授、同大学院経済学研究科教授、同大学院経済学研究科長、関西学
院大学大学院経営戦略研究科教授を歴任。現在、大阪大学名誉教授、関西学院大学の客
員教授、江崎グリコ㈱社外監査役。大阪企業家ミュージアム館長。専攻は日本経済史、日本経
営史。「近世日本の市場経済」「企業家たちの挑戦」「日本企業経営史研究」「企業家たちの幕
末・維新」「商都大阪をつくった男 五代友厚」（単著）「日本経営史」「日本をつくった企業家」

「渋沢栄一」（編著）「江崎利一」（単著）などの著書がある。

大阪市立大学大学院  経営学研究科 教授

経営学博士

吉村　典久 氏

昭和43年生まれ。神戸大学大学院経営学研究科修士課程修了。博士（経営学）（神戸大
学） 。和歌山大学 経済学部 教授、学部長、評議員等を経て、現在、大阪市立大学 大学院経
営学研究科 教授、和歌山大学 名誉教授。主著として『日本の企業統治－神話と実態』、『部長
の経営学』、『会社を支配するのは誰か－日本の企業統治』。学会等役職として、組織学会 評
議員（関西支部担当）・学会誌編集委員、日本経営学会 機関誌編集委員、ファミリービジネス
学会 理事、企業家研究フォーラム 理事・学会誌編集委員 等。

例会のすすめ方について

コースの特色

（注）各回とも進行状況や今後の運営状況によって、変更の生じる場合がありますのでご了承ください。

★お断り★

閉　　塾（3月）
16：00～16：45　塾識による総括講義

16：45～17：00　修了式

17：00～18：30　懇親交流

　　　　　　　　塾生の所感発表

　　　　　　　　

通常の例会
13：30～15：20　塾師講話・質疑応答

15：30～16：30　塾生のグループ研究討議・意見交流

16：30～16：45　塾生の全体意見交流

16：45～17：00　塾識によるまとめの講義

塾師各位のご公務等、やむなき事情にて、日程、内容、出講順及び会場の変更が生じることがございます。
そのような場合、塾生（受講者）の方には可能な限り速やかにご連絡いたしますので、この点、予めご了承いただきますようお願
い申しあげます。

実  践
経営哲学伝承塾  第30期

塾　　長

塾　　師

◆  塾長・塾師・塾識ご紹介  ◆

※ 9 月の視察例会（鍋屋バイテック会社）につきましては、同社と競合にあたる方のご視察をお断りさせていただく場合がございます。予めご了承くださいますようお願い申しあげます。

鍋屋バイテック会社 （本社・関工園：岐阜県関市／美濃ファウンドリ：岐阜県美濃市）　

●先達の“経営道”に学ぶ－伝承と変革－
（創業経営者、大手企業経営者、中小企業経営者、経営学者・経営史研究家など様々な先達に実践経営道を学びます。）

●次代の経営者・リーダーを目指す方々の研鑽（哲学、理念、意思決定、行動）の場です。
●異業種交流により人脈ネットワークが広がります。（ＯＢ会も実施）
●講話だけでなく、意見交換、ディスカッションによる参加者相互の研鑽、啓発の場です。
●約480名の卒業生は各企業の経営者・経営幹部としてご活躍されています。

昭和28年生。甲南大学理学部卒業、南カリフォルニア大学大学院修了。サントリー㈱入社。大
阪工場長、取締役 生産第１部長、ＳＣＭ本部長を経て、サントリーホールディングス㈱ 代表取締
役副社長、代表取締役副会長・マスターブレンダー（現任）。主な団体・公職歴として、社団法
人大阪青年会議所 理事長、公益財団法人サントリー文化財団 理事長（現在）、一般社団法
人関西経済同友会 代表幹事、大阪商工会議所 副会頭（現任）、在大阪デンマーク王国 名誉
領事（現任）、国立大学法人大阪大学 経営協議会 委員（現任）等。

昭和40年松下電器産業㈱（現パナソニック㈱）入社。平成12年取締役、常務取締役、代
表取締役専務、代表取締役副社長に就任。平成19年松下経理大学学長に就任、平成
24年退任。公職に日本CFO協会副理事長、関西経済連合会評議員、一橋大学CFO教
育センター講師など多数。著書に「女房役の心得」などがある。

大阪府生まれ。1972年、大阪教育大学大学院修士課程（物性物理）修了。1975年、京都セラ
ミック（現・京セラ㈱）に入社し、1999年から代表取締役社長、2005年からは代表取締役会長
兼CEOに。62歳から同志社大学大学院の博士課程で学び2009年修了。博士（技術経営）。
2018年、米ジルファルコン・テクノロジーの役員に、2019年1月、同社日本法人の代表取締役に
就任。多くの企業の社外取締役も務める。

1944年生まれ。1968年慶應義塾大学工学部卒業後、立石電機（現オムロン㈱）に入社。
1995年に取締役。2003年代表取締役社長に就任。2013年6月ルネサスエレクトロニクス㈱
代表取締役会長兼CEOに就任。2016年10月NTKセラミック㈱代表取締役会長兼CEO
に就任。「経営哲学伝承塾 第2期（平成3年）」の塾生。

昭和17年生まれ。昭和40年大和銀行入行。平成7年常務取締役、平成9年専務取締役、
平成10年副頭取、平成13年頭取に就任。平成14年りそなホールディングス社長、平成15
年㈱りそな銀行頭取に就任。同年に辞任し、平成20年大阪経済大学理事長、平成26年
理事に就任。社外役員も多数就任。

昭和20年生まれ。父親が経営する青木鉄工所に入社。昭和54年専務取締役に就任。平成7年社名を
㈱アオキと変更し、二代目社長に就任。平成9年米ボーイング社の認定工場となる。その後、大阪府海外交
流研究会会長、東大阪宇宙関連開発研究所会長、東大阪宇宙開発協同組合理事長に就任。東大阪
市モノづくり親善大使を拝命。平成20年有限責任事業組合航空宇宙開発まいど設立、会長に就任。平成
21年種子島宇宙センターより人工衛星「まいど1号」打上げに成功。26年4月より和歌山大学、大阪市立大
学客員教授。平成28年より大阪市立大学学長特別顧問。著書に、涙と笑いの奮闘記「まいど！」などがある。

サントリーホールディングス株式会社

代表取締役副会長

鳥井　信吾 氏

（本塾では、経営哲学を講話伝承いただく方を「塾師」（塾講師の略）と称し、次の方々にご指導いただきます。）〈ご出講順〉

（本塾では、塾をコーディネイトしていただく専門家の方を「塾識」（塾の有識者の略）と称し、次の方々にご指導いただきます。）

パナソニック株式会社

客員（元・代表取締役副社長）

川上　徹也 氏

ジルファルコン・テクノロジー・ジャパン株式会社
代表取締役会長 兼 CEO
（元 京セラ株式会社 会長）

西口　泰夫 氏

1964年慶応義塾大学法学部卒業、同年4月大丸入社。大丸オーストラリア代表取締役、大丸
取締役営業戦略室長などを経て97年同社社長、03年会長兼ＣＥＯ。07年松坂屋との経営統
合により発足したＪ．フロントリテイリング社長兼ＣＥＯに就任、10年会長兼ＣＥＯ、現在は特別顧
問。百貨店の再編に先鞭をつけると共にマルチリテイラーとしての成長に向け、雑貨ショップ「ＰＬ
ＡＺＡ」などを運営するスタイリングライフ・ホールディングスへの出資や「パルコ」を子会社化す
るなど事業の変革に取り組む。㈱三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループの社外取締役、日本銀行参
与、㈱ＭＢＳメディアホールディングスの社外監査役などを務める。著書「未完の流通革命」日経Ｂ
Ｐ社。

Ｊ．フロント リテイリング株式会社
特別顧問

奥田　　務 氏

NTKセラミック株式会社

代表取締役会長 兼 CEO
（元 オムロン株式会社 会長）

作田　久男 氏

元 株式会社りそな銀行 頭取

勝田　泰久 氏

株式会社アオキ

取締役会長

青木　豊彦 氏

（お役職は2019年 4 月末日現在）

14：00～14：30

14：30～16：20
16：30～18：15

18：30～20：00

塾長・塾識挨拶
塾生紹介・ガイダンス
塾長講話・質疑応答
塾生自己紹介・グループ
研究討議・発表・塾識講評
懇親交流（OB交流会）

開　　塾（7月）

同社HP　https://www.nbk1560.com

創業は織田信長が桶狭間の戦いに勝利した1560年にさか
のぼる。当時は、鍋・釜・燈籠・鐘などの鋳物を作り、その高度な
知識と技術から、朝廷より「御鋳物師」の免状を授かる。社名の

「鍋屋」は公認の匠のグループとしての屋号でもある。現在は
プーリーやカップリングをはじめとする伝動・制御・位置決め・ハン
ドリングのための機械要素部品の開発・製造・販売、および鋳物
ソリューションの提供を事業展開している。当日は同社の工場・
施設を視察見学するとともに、450有余年の歴史と伝統を誇りと
し、的確に時代を捉え常に新しい価値を創造し続けている、同社
の経営理念についてご説明いただきます。

（予定）

日　　程

※その他、適宜（希望者のみ、実費別途ご負担で）相互交流を深める企画を実施していく予定です。

視察見学

2019年
７月23日（火）

2020年
１月20日（月）

８月27日（火）

９月27日（金）
 28日（土）

11月５日（火）

10月９日（水）

12月５日（木）

２月17日（月）

３月11日（水）

鳥 井 　 信 吾  氏
（サントリーホールディングス㈱　代表取締役副会長）

金 田 　 光 夫  氏
（鍋屋バイテック会社　代表取締役会長）

川 上 　 徹 也  氏
（パナソニック㈱ 客員（元・代表取締役副社長））

（ジルファルコン・テクノロジー・ジャパン㈱
代表取締役会長 兼 CEO）

勝 田 　 泰 久  氏
（元 ㈱りそな銀行 頭取）

作 田 　 久 男  氏
（NTKセラミック㈱　代表取締役会長 兼 CEO）

奥 田 　 　 務  氏
（Ｊ．フロント リテイリング㈱　特別顧問）

す す め 方 等

塾識：宮本　又郎  氏
塾長：奥田　　務  氏（予定）

　　　吉村　典久  氏

塾識：宮本　又郎  氏

西 口 　 泰 夫  氏

　　　吉村　典久  氏

14時00分～18時15分

13時30分～17時

13時30分～17時

13時30分～17時

13時30分～17時

13時30分～17時

13時30分～17時

16時～18時30分

シェラトン都ホテル大阪
（大阪市天王寺区上本町）

18時30分～20時00分

大阪科学技術センター

大阪科学技術センター

大阪科学技術センター

大阪企業家ミュージアム

大阪科学技術センター

大阪科学技術センター

大阪科学技術センター

塾長・塾識挨拶
導入ガイダンス・塾生紹介
塾長講話と研究討議
懇親交流（OB 交流会）

塾師講話と研究討議

塾師講話と
ミュージアム視察

視察見学と講話

塾師講話と研究討議

塾師講話と研究討議

塾師講話と研究討議

塾師講話と研究討議

塾識総括講話
修了式・懇親交流

回 開催日時 時　　　間 会　場　等 塾　師　等

3

4

5

6

7

8

9

1

2

 
鍋屋バイテック会社

（岐阜県関市・美濃市）

青 木 　 豊 彦  氏
（㈱アオキ　取締役会長）

（初 日）午後より
視察見学・懇親交流会

（ 2日目）自由参加

関工園 ▲ 美濃ファウンドリ ▲



■ 開塾にあたって ■

第30期生募集
◆2019年 7 月23日（火）

　　　～2020年 3 月 11 日（水）（全９回）

◆会場（通常例会）

　　　    大阪科学技術センタービル

　　　（大阪市西区靱本町1－8－4）

◆対象：企業の経営幹部の方々

●塾師の方々が苦労しながら決断を重ねていった様子が生 し々く伝わり、聴いている自分もその場に立ち合っているかのよ
うに身に迫ってきた。

●企業（経営）理念の正しい継承と実践があるからこそ、企業の継続的発展がなされているのだということを学んだ。
●著名な企業で成功された経営者の経営哲学を直接お聞きし、塾生相互に意見交換ができる大変良い機会であった。
●他社との人脈の構築も大きな成果となった。是非とも交流を継続していきたい。
●企業経営において、まさに経営哲学＝経営理念がいかに重要であるかを肌で体感することができた。
●グループ討議が白熱して本音ベースの議論ができ、普通ならなかなか知ることのできない各社の実情についても垣間見

ることができた。

昨今の経営を巡る情勢は激動の一途を辿っております。国際情勢や世界経済からの
影響はもとより、ＡＩなど急速な進歩を遂げつつある科学技術の導入、深刻な人手
不足、進展する働き方改革、そして続発するコーポレートガバナンスやコンプライ
アンスに関わる事案など、対応すべき課題は山積しており、またその内容も複雑化、
高度化、多様化しております。 

このような環境の中で、企業経営の舵取り役である経営者や経営幹部の方々は、
顧客の変化、市場の変化など時代の先の先を読み、高い志とそれを成し遂げる強い
意志を持って、弛まぬ挑戦とイノベーションに取り組み、企業の持続的挑戦と中長
期的に企業価値を高めていくことが常に求められております。

先行き不透明な時代であればあるほど、経営者や経営幹部の方々の果たすべき
役割や責任は、ますます重要になってきており、経営理念やビジョン、更には自身
の哲学や信念に基づいた迅速かつ正しい意思決定と行動が求められております。

今こそ、「企業は社会の公器」であるという先達の言葉に謙虚に耳を傾け、哲学や
信念を確立するための研鑚は、企業をより良い方向に導くための自己との戦いであ
ります。

そのためには過去幾多の難題に立ち向かい、それらを乗り越えてこられた先達の
「経営道」にふれ、その普遍的経営の“ こころ ”を学ぶことが、自らの経営哲学を築き
あげていくうえで大きな力となり、示唆となるに違いありません。

本会では、かかる趣旨に則して「経営哲学伝承塾」を平成 2 年に開塾し、現在まで
29 期にわたり開講いたしましたところ、関西経済界関係各位のご賛同とご協力に
より、好評を博し、多大なる成果をあげることができました。

今般、これからの経営を担う経営層に“ 経営のこころ ”を伝承していくために、
引き続き「第 30 期 経営哲学伝承塾」を開講することになりましたのでここにご案内
申しあげます。

この機会に、先達の大経営者の哲学と信念の神髄に直接触れ、自らの経営哲学の
確立と経営道に練磨する啓発の場として、各位の積極的な入塾を心より念願いたし
ます。

◆ 入塾（参加）申込要領 ◆
●会　　期 ： 2019年 7 月 23 日（火）  開講（全 9 回）

※詳細日程は別記の通り。なお、諸事情によりスケジュールの変更が生じる場合もありますので、予め
ご了承ください。

●申込方法 ： 別紙入塾（参加）申込書に必要事項をご記入のうえ、下記事務局まで FAX、メールまたは郵送でお申込みください。
折り返し参加券をお送りいたします。

●そ の 他 ： ・お振込みいただいた参加料は原則として返金いたしかねますので、ご都合が悪くなられた場合は、
代わりの方のご登録をお願いいたします。

・９月の視察例会（鍋屋バイテック会社）につきましては、同社と競合にあたる方のご視察をお断り
させていただく場合がございます。予めご了承くださいますようお願い申しあげます。

●参 加 料： 
　お支払方法

お申込書到着後、本会から請求書をご送付いたしますので、請求書に記載の指定口座にお振込みくだ
さい。

＊振込手数料は貴社にてご負担ください。
＊領収書の発行は「振込金受領書」をもって代えさせていただきますので、ご了承ください。

●会　　場 ： （通常例会会場）大阪科学技術センタービル（大阪市西区靱本町1－8－4）
（視察見学会場）① 鍋屋バイテック会社（岐阜県関市・美濃市）
　　　　　　　　② 大阪企業家ミュージアム（大阪市中央区）

●参加対象 ： 企業（規模は問いません）の部長級以上の経営幹部、経営首脳の方々

●申込締切日 ： 2019 年 7 月12 日（金）事務局着。ただし、定員になり次第締切らせていただきます。

●定　　員 ： 20名

実践
経営・事業の哲学、理念、意思決定、行動の真髄を学ぶ！

過去参加者の声

稲田　武彦

近藤　　渉

阪口　克己

大黒　誉典

坪井　昌行

狭間　一郎

森島　和洋東 洋 紡 ㈱

㈱ ク ボ タ

武田薬品工業㈱

パナソニック㈱

㈱竹中工務店

大 阪 ガス ㈱

参 与 人 事 部 長

理 事 人 事 部 長

パーソネル＆アドミニストレーション部
シニアコーディネーター

人材開発カンパニー社長

人 事 室 長

理 事 人 事 部 長

取締役専務執行役員
 

近 鉄 グ ル ー プ
ホールディングス㈱

●入 塾 料 ：
  （参加料）

（１名あたり） ※2019年10月1日からの消費税引き上げを前提としております。

本会会員
参加料 消費税 合　計

240,000円

290,000円

 （8％対象分） 7,680円
 （10％対象分） 14,400円 262,080円

316,680円一　　般

※特別懇親交流会等、自由参加の会につきまし
ては、実費ご請求申し上げます。

※視察見学にかかる旅費交通費は含みません。
また視察見学後の懇親交流会・宿泊費等につ
きましては、実費ご請求申し上げます。

 （8％対象分） 9,280円
 （10％対象分） 17,400円

経営哲学伝承塾第30期世話人

■入塾（受講）企業一覧（50 音順）
㈱アイ・エス・エス・サービスセンター
㈱ ア 　 ド
㈱ イト ー キ クレ ビ オ
㈱ エ ス オ ー シ ー
㈱ エ ー ゼ ット 商 事
㈱NSソリューションズ関西
㈱ エ ル メ
オ ー エ ッ チ 工 業 ㈱
大 阪 化 学 合 金 ㈱
大 阪 ガ ス ㈱
㈶大阪国際経済振興センター
大 阪 タ ナ ッ ク ㈱
大 阪 府
岡 本 無 線 電 機 ㈱
㈱ 小 川 モ ー タ ー ス
オ プ テ ッ ク ス ㈱
オ ム ロ ン ㈱
関 西 電 力 ㈱
関西ビバレッジサービス㈱
キ シ ダ 化 学 ㈱
協業組合眉山コレクション
京セラコミュニケーションシステム㈱
協 同 産 業 ㈱
㈱ 近 畿 エコサイエンス

（一財）近畿健康管理センター
近 畿コカ・コーラボトリング ㈱
近 畿 日 本 工 機 ㈱
近 畿 日 本 鉄 道 ㈱
近鉄グループホールディングス㈱
㈱ ク ボ タ
クボタエイトサービス㈱
㈱クマリフト技術研究所

㈱ ク ル ー ズ
グ ロ ー リ ー ㈱
京阪ホールディングス㈱
㈱ 神 戸 製 鋼 所
㈱ 阪 村 機 械 製 作 所
ザ ・ パ ッ ク ㈱
㈱ 島 精 機 製 作 所
㈱ シ ャ ル レ
㈱ 新 広 社
㈱シンコールコーポレーション
新日鉄情報通信システム㈱
㈱ ス ポ ー ジ ア ム
住生コンピュータサービス㈱
住 友 生 命 保 険（ 相 ）
生活協同組合コープこうべ
㈱ ゼ ク シ ス
第 一 稀 元 素 化 学 工 業 ㈱
武 田 薬 品 工 業 ㈱
㈱ タ ケ デ ン
㈱ 竹 中 工 務 店
大 日 本 住 友 製 薬 ㈱
ダ イ ハ ツ 工 業 ㈱
㈱ 大 　 　 丸
㈱ デ ジ タ ル
デジタルファッション㈱
㈱ 東 洋 印 刷
東 洋 化 成 工 業 ㈱
東 洋 紡 ㈱
㈱東洋紡カンキョーテクノ
東 洋 紡 不 動 産 ㈱
東 リ ㈱
西 日 本 高 速 道 路 ㈱

西 日 本 旅 客　　道 ㈱
㈱ 西 原 衛 生 工 業 所
新 田 ゼ ラ チ ン ㈱
日 本 ガ イ シ ㈱
日本 化 学 機 械 製 造 ㈱
㈱日本公文教育研究会
医療法人社団日本鋼管福山病院
㈱ 日 本 総 合 研 究 所
日 本 電 子 精 機 ㈱
日 本 電 話 施 設 ㈱
㈱ ノ ー リ ツ
ハウス食品グループ本社㈱
パ ナ ソ ニ ッ ク ㈱
パナソニックエクセルスタッフ㈱
パナソニックエクセルプロダクツ㈱
㈱ パナソニック共 済 会
日 立 造 船 ㈱
㈱ 平 田 タ イ ル
㈱福田武環境デザイン研究所
フジテック・インターナショナル ㈱
㈱ 布 恋 人
㈱ マ イ カ ル
㈱ マイカルナック商 事
㈱ マ ッ ク ロ ー ド
ミ ズ ノ ㈱
㈱ ミ ズ ノ ア ベ ー ル
㈱ 三ツワフロンテック
ユニチカ情報システム㈱
㈱ライフデザインセンター
㈱ワコールホールディングス

●お申込み（照会先）：一般社団法人　日本経営協会　関西本部　経営哲学伝承塾　事務局

　　　　　〒550－0004  大阪市西区靱本町１丁目８番４号　大阪科学技術センタービル５階
　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　06（6443）6961 （ダイヤルイン）　ＦＡＸ　06（6441）4319
　　　　　　　　　　　E-mail：ggosaka@noma.or.jp　　URL　https://www.noma.or.jp/kansai/

（住友生命保険（相）名誉会長）
（大和団地㈱会長）
（京セラ㈱元会長）
（京南倉庫㈱代表取締役社長）
（大日本除虫菊㈱代表取締役社長）
（住友生命保険（相）相談役）
（東洋紡績㈱名誉顧問）
（㈱アシックス取締役会長）
（㈱インターアクトジャパン代表取締役）
（シャープ㈱顧問）
（住友電気工業㈱相談役）
（元･シンフォニアテクノロジー㈱代表取締役会長）
（大阪大学名誉教授）
（甲子園大学経営情報学部客員教授）
（㈱クレアン代表取締役）
（㈱ワコール代表取締役会長）
（東洋紡㈱相談役）
（サントリー㈱名誉会長）
（吉本興業㈱取締役名誉会長）
（太陽工業㈱代表取締役会長）
（大和ハウス工業㈱代表取締役会長）
（㈱クボタ相談役）
（日本ベンチャーキャピタル㈱代表取締役会長）
（ホソカワミクロン㈱代表取締役社長）
（㈱堀場製作所代表取締役会長）
（㈱神戸製鋼所相談役）
（グローリー工業㈱相談役）
（㈱クボタ代表取締役社長）
（アサヒビール㈱名誉顧問）
（松下電器産業㈱取締役相談役）
（㈱マンテン会長）
（和田哲㈱代表取締役会長）

■講師としてご出講いただいた方

（50音順・役職はご出講当時）（今期ご出講の方は除きます。）

ご 参 考 これまでの第1期～第29期の実績

開塾29年の歴史と実績！
（氏名50音順・敬称略。役職は2019年 4 月末日現在です。）

新井　正明氏
石橋　　一氏
伊藤　謙介氏
上村多恵子氏
上山　直英氏
上山　保彦氏
宇野　　収氏
鬼塚喜八郎氏
帯野久美子氏
桂　　泰三氏
川上　哲郎氏
佐伯　弘文氏
作道洋太郎氏
鈴木　謙一氏
薗田　綾子氏
塚本　幸一氏
津村　準二氏
鳥井　道夫氏
中邨　秀雄氏
能村龍太郎氏
樋口　武男氏
廣　慶太郎氏
文箭　安雄氏
細川　益男氏
堀場　雅夫氏
牧　　冬彦氏
松下　寛治氏
三井　康平氏
村井　　勉氏
山下　俊彦氏
横田　辰三氏
和田　亮介氏

（近鉄グループホールディングス㈱相談役）
■名誉塾長
辻井　昭雄氏

■視察見学したところ
・松下幸之助商学院
・㈱林原生物化学研究所
・㈱堀場製作所
・浜松ホトニクス㈱豊岡製作所
・大塚製薬㈱
・㈱シマノ
・ノーリツ鋼機㈱
・オプテックス㈱
・㈱ベネッセコーポレーション
・日華化学㈱
・グローリー工業㈱
・シャープ㈱亀山工場
・アイシン精機㈱刈谷工場
・クリエイション・コア東大阪
・ハードロック工業㈱
・山本光学㈱
・ダイキン工業㈱
・トヨタ自動車㈱
・㈱廣貫堂
・㈱ナナオ
・東海バネ工業㈱
・セーレン㈱
・未来工業㈱
・ナカシマメディカル㈱
・㈱シャルマン
・㈱島精機製作所
・カイハラ㈱
・㈱スギノマシン

主 催



2019年　　月　　日

NOMA  経営哲学伝承塾第30期入塾（参加）申込書
（※欄は本会記入欄です） □ 日本経営協会会員　□ 一　般

（１）会社（団体）名：

（２）住　　　　　所： 〒

（３）連絡担当者氏名： 所属役職名
（請求送付・緊急連絡先）

※№

ＴＥＬ（　　　）　　－

ＦＡＸ（　　　）　　－

◆入塾（参加）者

◆メ　　モ

氏　　　　　名
（フ　リ　ガ　ナ） 所属・役職名 年令

ＴＥＬ

E-mail

ＦＡＸ

フリガナ

才　

〔同前記・別住所〕〒　　－

（　　　　） （　　　　）

◆お申込み：一般社団法人　日本経営協会　関西本部　経営哲学伝承塾事務局  （担当：白石）  ◆

　（照会先）　〒550－0004  大阪市西区靱本町１丁目８番４号　大阪科学技術センタービル５階
　　　　　　ＴＥＬ　06（6443）6961　（ダイヤルイン）　ＦＡＸ　06（6441）4319
　　　　　　E-mail：ggosaka@noma.or.jp

（ フ リ ガ ナ ）

勤　務　地　住　所

ＴＥＬ

E-mail

ＦＡＸ

フリガナ

才　

〔同前記・別住所〕〒　　－

（　　　　） （　　　　）

FAX 06-6441-4319
E-mail  ggosaka@noma.or.jp

参加申込書にご記入いただいた情報は、以下の目的に使用させていただきます。
①参加券や請求書の発送などの事務処理　②セミナー・イベントなど本会事業のご案内
なお、②がご不要の場合は□にチェックしてください。  ̶□ 不要

※本塾は、運営において入塾（参加）者各位の氏名、勤務先名、所属・役職名、住所（主に勤務先）等を記載し
た入塾（参加）者名簿等を参加者全員に配布することが必要ですので、このことをご同意のうえお申込みくだ
さい。


